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叫
~
任
期
満
了
に
よ
る
愛
媛

．．．．．．． 且
且
~
県
議
会
議'i
選
挙
は
全
国

,
 

•••••• 
日
声
出
ヮ
叩
叫
~
統
一
選
挙
に
よ
る
四
月
十

••••• 

，．
 訓

~
七
日
で
す
。
こ
の
選
挙
に

1
 
•••• 
、

．．
 出

~
~
お
け
る
補
充
選
挙
人
名
簿

，
 ．．．．．． 

月
廿
生
間
の
登
録
申
請
期
間
、
縦
覧

••• 
印
~
~
及
び
異
議
申
立
期
間
は
左

．
 
記
の
通
り
で
す
。
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◎

登

録

の

要

件

補
充
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
る
た
め
に
は
、
補
充
選
挙
人
．

名
簿
の
調
製
現
在
期
日
（
四
月

三
日
）
に
お
い
て
凶
挙
権
の
要

件
を
充
足
し
て
い
る
事
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

0

日
本
国
民
で
、
先
忙
行
な
わ
れ

た
愛
媛
県
知
事
選
挙
に
用
い
た

名
薄
匠
載
っ
て
い
な
い
者
又
は

選
挙
以
後
｀
固
月
三
日
現
在
で

年
令
満
二
十
オ
に
達
っ
し
た
者

で
あ
る
こ
と
（
昭
和
十
八
年
囮

月
囚
日
以
前
の
出
生
者
、
四
月

囮
日
生
れ
は
登
録
で
き
る
か
、

四
月
五
日
生
れ
は
登
録
で
き
な

い．
0

）
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町

消防団出初式終 幼
児
期
に
お
い
て
、
身
体
発
育
及

び
精
神
発
達
の
面
か
ら
も
最
も
重
要

な
時
期
で
あ
る
三
才
児
の
す
べ
て
に

対
し
て
、
毎
年
一
回
以
上
医
師
、
歯

科
医
師
に
よ
る
総
合
的
健
康
診
査
を
，

実
施
し
て
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
、

0

阻
月
三
日
現
在
に
お
い
て
引
続
一
適
切
な
指
導
及
び
措
置
を
行
う
ぺ
<

き
三
ヵ
月
以
来
肱
川
町
に
住
所
児
童
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
昭
和
三
十

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
（
昭
六
年
度
よ
り
実
施
致
し
て
お
り
ま
す
。

和
三
十
八
年
一
月
三
日
以
前
よ
三
才
児
の
発
育
状
態
｀
栄
養
の
良

り
継
続
し
て
肱
川
町
に
住
所
を
否
、
疾
病
の
有
無
、
歯
科
及
び
精
神

有
し
て
い
る
者
は
登
録
出
来
ま
発
達
の
検
査
、
食
慾
不
振
°
諸
習
癖

す

）

の

相

談

｀

指

導

又

、

肢

体

不

自

由

。

登

録

申

請

期

間

精

神

薄

弱

等

、

各

種

の

心

身

障

害

の

匝
月
四
日
か
ら
四
月
七
日
ま
早
期
発
見
が
目
的
で
実
施
す
る
も
の

で
の
四
日
間
｀
午
前
八
時
三
十
]
で
あ
り
ま
す
。

分
よ
り
午
後
五
時
ま
で
（
必
ず
昨
年
の
三
才
児
検
診
実
施
状
況
は

本
人
、
又
は
代
理
人
に
て
期
間
左
記
の
通
り
で
す
。

ロ冒`
｀
□

縦
覧
及
び
異
議
申
立
期
間

囮

月

十

一

日

か

ら

鴎

月

十

三

一

〇

九

八

八

ニ

―

二

な

し

八

一

日
ま
で
、
場
所
は
肱
川
町
役
湯

L

で
す
。
（
縦
覧
期
間
中
、
現
に
ー

効
力
を
有
す
る
選
挙
人
名
簿
を

閑
覧
に
供
し
ま
す
。
）

※
わ
か
ら
な
い
点
は
選
挙
管
理
委

員
会
（
役
場
内
）
に
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

肱

る

昭
和
三
十
八
年
度
肱
川

町
消
防
団
出
初
式
は
、
折

柄
の
雨
に
も
か
＼
わ
ら
ず

県
知
事
代
理
、
大
洲
瞥
察

署
長
そ
の
他
来
賓
多
数
臨

席
の
も
と
に
、
去
る
三
月

十
日
中
野
小
学
校
購
堂
で

盛
大
匠
挙
行
さ
れ
た
、
な

お
当
日
次
の
団
員
が
表
彰

を
受
け
た
。
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今
回
春
期
乳
幼
児
検
診
に
あ
わ
せ

て
、
三
才
児
の
未
受
診
者
の
検
診
を

行
い
ま
す
か
ら
、
全
員
受
診
せ
ら
れ

る
よ
う
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

該
当
者

三
才
児
（
昨
年
九
月
、
十
月
の
検

診
の
抗
未
検
診
者
）

勺
＇
昭
和
三
十
三
年
十
月
一
日

至
昭
和
三
十
四
年
九
月
三
十
一
日

乳
幼
児

昭
和
三
十
七
年
中
の
出
生
児

検
診
日
は

乳

幼

児

の

検

査

を

受

け

よ

う

こ
の
子
供
会
は
毎
夜
各
家
庭
へ
火

の
用
心
を
呼
び
か
け
、
居
眠
り
を
し

て
い
た
「
防
火
思
想
」
を
呼
び
起
し

た
の
で
す
。
皆
さ
ん
こ
の
子
供
会
を

良
く
見
習
い
火
災
予
防
に
努
め
吉
し

ょ
う
c

又
、
子
供
会
の
今
後
の
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。
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昭
和
―
―
―
十
七
年
中

の
戸
数
人
口
異
動

二

月

一
四
日
農
地
相
談
所
開
設
（
役
場
）

一
六
日
建
設
委
員
会

一
七
日
定
時
制
三
校
連
絡
会

二

0
日

町

常

会

ニ
八
日
人
権
相
談
所
開
設

農
業
委
員
会

月
第
一
回
産
業
文
化
祭
開
設

消
防
団
役
員
会

土
地
改
良
区
理
事
会

岩
谷
生
活
学
校
閉
講
式

消
防
団
出
初
式

〇六〗
日日

四三一
日日 本

月
の
出
来
一
基
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し
た
の
で

民

さ

ん

の

御

協

一

秋

湖

運

郵

は

別

途

計

画

画
が
次
の
よ
う

り
臼

〈
、
そ
の

一
層
強
力
な

国
民
運
動
と
し
て
こ
の
緑
化
連
動
を

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
こ
の
追
助

腿
閉
し
甜
す

／
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ボ

ス
夕

L
 ヽ

ビ
ラ
配
布

―-l
、
緑
の
羽
根
共
同

6 6円～76円

2心上． 1 1. 2 5円

ぎ

あります。

技
打

n

ン
ク
ー
ル
（
冬
期
忙
実

直令
ヽ

，
 

ま
し
た
。

鹿
の
川

四、

ヒ
／
ー

そ
の
成
果

さ
す
必

街
頭
、
特

目
標

0
0
0円

も`  

民
各
届
の

て

を
要
求
す
る
上
に

化
の
重
要
性

映

、
岩
谷
で

す
ま 国

土

昭
和

実
施

画

緑

化

動

0
入
が

り

は の

か
け
な
い
運
＂
~

生
活
の
中
で
人
に

け
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
と
、

た
り
お
家
族
で
話
あ
っ
た
h

さ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
か
。

私
共
は
無
意
識
の
う
ち
に
他
人
に
渾

惑
を
か
け
て
い
る
こ
と
が
案
外
多
1

の
で
す
。
z

.

.

 

自
動
車
の
運
転
手
さ
ん
の
言
葉
に

「
困
り
定
す
ね
悪
い
道
と
子
供
連
ふ

の
お
母
さ
ん
」

買
物
等
で
子
供
づ
れ
の
外
出
に
は
”
~

ず
子
供
さ
ん
の
手
を
と
っ
て
歩
い
一

下
さ
い
。

鹿
の
川
3

路
上
で
ヨ
チ
ョ
チ
歩
含
の
了

供
さ
ん
が
特
に
多
い
よ
う
で
す
。

自
動
車
が
来
て
忠
一
人
歩
含
匠
夢
由

で

よ

け

る

術

も

知

り

．

吉

せ

ん

。

・

・

ス

ピ

「

ハ

ッ

ト

」

プ

レ

ー

キ

を

踏

む

率

ぷ

さ

い

。

度

々

あ

り

ま

す

。

時

行

し

毎
日
の
よ
う
忙
報
遁
さ
れ
ま
す
可
悪

い

子

供

の

交

通

事

故

，

睡

魔

に

お

そ

尊

い

生

命

を

奮

は

れ

る

子

供

の

あ

士

ね

む

り

匹

注

り

に

も

多

い

昨

今

で

す

。

下

さ

い

。

皆
さ
ん
方
の
御
協
力
忙
よ
っ
て
明
る

0
一
般
の
方
々
へ
苓
願
い

い
町
造
り
楽
し
い
生
活
を
守
る
た
め
園
児
や
学
童
の
安
全
通
行
が
で
き
る

次
の
こ
と
忙
つ
き
常
会
の
話
顆
に
、
よ
う
誘
競
し
た
り
合
脳
を
し
て
挙
故

家
族
の
話
あ
い
匠
と
是
非
と
り
あ
げ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

て

い

た

だ

を

た

い

と

存

じ

ま

ナ

。

大

人

の

先

ず

正

し

い

歩

き

方

を

是

非

〇
子
供
を
交
通
這
故
か
ら
守
り
さ
し
お
屈
い
し
ま
す
。
模
範
を
示
し
て
下

さ
い
。

ょ

9
0

問

ー

カ

ぅ

！

子
供
は
季
節
忙
敏
惑
で
す
暖
く
な
り
子
供
は
親
の
う
し
る
姿
を
ま
ね
る
と

で
す
か
ら
掛
金
が
安
く
て

花
を
見
る
頃
匠
な
り
定
す
と
輯
装
で
申
し
痣
す
。

誓
喜
誓
ガ
円
ま
で
の
高
額
一
僚
刺
と
走
り
ま
わ
り
ま
す
、
如
何
忙
以
上
本
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

も

天

心

爛

漫

で

ナ

、

そ

っ

と

微

笑

が

人

に

迷

両

か

け

な

い

連

助

の

販

一

浮

び

ま

す

。

：

も

身

折

な

年

で

あ

り

祖

す

安

仝

交

i

然
し
う
っ
か
り
す
る
と
こ
の
元
氣
含
一
⑲
の
節
底
ナ
う
し
て
肱
川
町
の
明

い
た
し
た
い

―
か
街
路
へ
走
，
り
出
て
輪
褐
・
の
霰
性
と
一
忍
い
町
づ
ノ

-

．

な

る

い

己

と

で

心

の

で

す

。

で
す
。

加
入
の

冗
家
畜

し
て
強
力
に
こ

町
で
は

こ
の
半
釆

し
て
翌
日
共
済
金
を

者 員
と
｀

2
 補
依
し

1
火
災

” 

に
加
入
し
て
い
る
と

の
無
や
カ
ン
テ
ツ
のを

し
ま
す
。

す
誠
に

5
家
畜
が

を
す
る
か
ら
町
民
の

慮
の

よ
っ
て
の

り
）
で
治
療
し
ま

が
無
科
（
加
入
組
に
応
じ
限
度
あ

家
畜
、
建
物
共
済
は
こ
の
よ
う
な
不

力
し
て
い
ま
す
が

移
譲
以
来
、

の
病
気
や

の

獣
医

す
る

先
日
は
東
宇
和
郡
城
川
町
に
九
戸
が

が
あ
っ
た
。

い
定
す
。

な
っ
た
時
、
加

に
応
じ
共

は

が
あ
り
、

と令サ

多J(

が
死
ん
だ
り
役

た
な
く

が
続
出
し
て
お
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